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さらに、駒林氏は、 「子どもは授業で何を学ぶか」を問題にし、 「カリキュラム2 」や
「カリキュラム 3 」とは区別される「カリキュラム 1 」において問題となる、隠れたカリ
キュラム（ヒドゥン・カリキュラム）を次のように規定する。つまり、隠れたカリキュラ




的知識を含む），解釈方法 ・解釈性向である」。 I3) 
隠れたカリキュラムが、学びの空洞化に対して与える影響は極めて大きい。 つまり、上
述の「学校知」やその教え学びの持つ諸性質は、 「カリキュラム 2 」や「カリキュラム 3」
のレベルにおいて、教師あるいは支配的社会階層によって明示的に子どもに伝えられるの































































































































状況下」 24) において、 「現実の生活に根ざして、既成の知識に疑いのまなざしをもって
こだわりつづけるなかで、自前の言葉（思考）を育むことのできる自己教育主体としての
生徒たちを、授業のなかでどう育てるのか」という実践課題意識を背景にして、三年生の






















































































































































3)吉田和子「高校実践課題と学力問題」 『教育』 No.547、1992年4月号、 60頁。
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